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So,You!の教室
［東陽教室］ ［亀戸教室］ ［金町教室］

［新小岩教室］ ［瑞江教室］ ［高島平教室］ 

［押上教室］ ［お花茶屋教室］

東陽教室
亀戸教室 金町教室

新小岩教室

押上教室

高島平教室

瑞江教室

〒135-0016 
東京都江東区東陽5-31-17 若竹ビル6F

TEL：03-3699-7521
FAX：03-3648-6386
最寄駅：東京メトロ東西線『東陽町駅』1番出口

〒136-0071 
東京都江東区亀戸2-45-2 エスポワール亀戸2F

TEL：03-3685-5108
FAX：03-3685-5117
最寄駅：JR総武線『亀戸駅』北口

〒125-0041 
東京都葛飾区東金町1-38-8 トミタビル2F

TEL：03-3600-8343
FAX：03-3600-8993
最寄駅：JR常磐線・東京メトロ千代田線『金町駅』北口

〒124-0025　
東京都葛飾区西新小岩1-2-8 第1鈴亀ビル5F

TEL：03-3695-3421
FAX：03-3695-3422
最寄駅：JR総武線『新小岩駅』北口

〒132-0011 
東京都江戸川区瑞江2-3-15 ソフィアⅢビル4F

TEL：03-3677-2181
FAX：03-3677-2533
最寄駅：都営新宿線『瑞江駅』南口

〒175-0082 
東京都板橋区高島平8-15-1 とくしまビル2F

TEL：03-5398-1281
FAX：03-5398-1283
最寄駅：都営三田線『高島平駅』東口

〒131-0045 
東京都墨田区押上1-20-3 S&Sビル3F

TEL：03-3623-7571
FAX：03-3623-7562
最寄駅：京成・東京メトロ半蔵門線『押上駅』B3出口

〒124-0004
東京都葛飾区東堀切1-6-3 アイリスガーデン堀切1F

TEL：03-3690-0657
FAX：03-3690-2794
最寄駅：京成線『お花茶屋駅』

お花茶屋教室
双葉
中学校

元気に
、合格

。
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【So,You！の個別教育】【受験生特別コース】

いきいき伸ばす、
早友流の進学指導。

早友学院は、「元気に、合格」へ向かっていくた

めに、5つのメソッドを基本とする独自の授業を

展開しています。そのベースは、脳力開発。一人

ひとりがもてる脳力をスムーズに引きだし、そ

れぞれの個性を伸ばして学力をアップします。

ぜひ授業をご覧ください。早友生たちがいきい

き元気いっぱい体を動かし、大きな声をだして

学習しています。体を動かし声をだすことで心

も脳も活性化し、学ぶエネルギーが高まります。

学ぶよろこびと楽しさを知ることで、勉強が大

好きになります。のびのび心と体と脳力を育て

るのが『早友流』。公立中高一貫校受検で毎年

多くの合格者を輩出し続けている理由は、そん

な点にあります。いきいき元気に合格を目指す、

みんなの進学塾です。So,You！(だから、きみ

も)一緒に夢を目指しましょう。

早友流
５つのオリジナル・メソッド

Active Input
体を動かし、のびのび元気に脳力アップ。

Daily Learning
毎日の暮らしに、自然に学習習慣を定着。

Check & Master
復習と確認で苦手を残さず基礎力アップ。

Leadership & Friendship
学力・指導力と共に人間性・社会性も育成。

Familial Joint
ご家族と心を合わせて、生徒みんなを応援。

【早友学院の部・コース】 

2 3

小3脳育授業コース
対象学年：小3 対象学年：小4・5・6 対象学年：小4・5・6 対象学年：中1・2 対象学年：中3

小学部
私立・国立中学受験コース 公立中高一貫校受検コース 高校受験準備コース 高校受験コース

中学部
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So,You! 
Positive 
Spiral

ご家庭のみなさまと、いっしょに応援していきます。

教育理念
① ご家庭とともに子どもを伸ばす『学習習慣』の定着を第一目標とする。

② 学習を楽しいこととして体験する機会を、次 と々提供する。

③ 「学習習慣」により『基礎学力』を確かなものとする。

④ 豊かな｢人間形成｣を目標とする、子どもたちの心も育てる教育を実現する。

⑤ 学院生、ご家庭、早友学院スタッフが一丸となって、『元気に合格』をめざす。

元気に合格！

公立中高一貫校

直前公開模試

公立中高一貫校

公開模試

公立中高一貫校

公開模試

正月特訓

直前日曜特訓

後期
日曜特訓

算数特訓

連休特訓

前期日曜特訓

学習計画

父母個人面談

父母
進学相談

親子授業

冬期講習

春期講習

夏期講習

Daily
Learning

Active
Input

Check &
Master

Leadership 
        & Freiendship

Familial
Joint

受験・受検
スタート！

実力UP!

基礎力UP!ラストスパート！

So,You! 
個別
教育

↑

↑

↑ ↑
↑

↑↑

↑

早友学院は「たのしくがんばる」をテーマに、明るく安心感のある教育を心がけています。今、ご

家庭のぬくもりをいっぱい浴びた子どもたちが、笑顔で元気に通ってくれています。これからも、

子どもたちの明るい未来を信じ、ともに応援してまいりましょう。

早友学院学院長　髙久富司夫

だから早友流は、
公立中高一貫校受検に
強いのです。

季節講習前に「受講力強化ゼミナール」を実施。（無料）
春期・夏期・冬期の「季節講習」は、基礎力を確実にする上でもっとも

大切な授業が展開されます。その成果を高めるために、講習前に『受

講力強化ゼミナール（無料）』を実施し、すべての生徒が確実に学力を

向上していけるようにしています。

三つの柱で、受検対応力を高めます。
受験・受検指導の柱として、「思考する算数」「読解作文」「テーマ学

習」を重視。思考力、分析力、推理力、判断力を伸ばす、早友ならでは

の方針です。ものごとを正しく読み解き、問題意識をもって考える能力

を高いレベルへと引き上げます。

公立中高一貫校受検ではH29年も34名の早

友生が、両国（26名)、小石川、白鷗、九段などの

難関校に合格しました。公立校が中高一貫を指

向し、優れた人間性と学力とを併せもつ人材の

育成に取り組みだしてから、毎年、早友は多くの

合格実績を重ねています。
Leadership & Friendshipの重視は、子どもたちの人間形成

のため。Daily Learningは自らを律し、折り目正しい生活習慣を

身につける第一のポイントです。公立中高一貫校受検では、高い

学力はもとより個々の資質（人間力）が問われ、簡単に飛び越え

られるハードルではないと思われます。しっかり自分を磨き、伸ばし、

厳しい関門を乗り越えてもらうために全力でサポートします。

心も体も育む独自の手法が、
難関突破力を培います。
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いきいき学ぶ、
So,You!の教室。

早友学院の教室は、指導陣と生徒が家族のようにふれあい、ほ

んとうににぎやか。休みの時間の元気さはもちろん、授業も初め

は、みんなでいっしょに音読する大きな声が響きます。音読する姿

勢も背筋も手もしっかり伸ばし正し、体のゆがみをなくしていきいき

と声を発します。心と体を活性化して、脳の働きを活発にする、早

友独自の授業スタイル。ただ黙 と々教材に取り組むのではなく、子

どもたちの体の芯から活力を引きだし、それから真剣な授業が始ま

ります。この空気感が、早友学院の特徴。どの教室にも元気な声

と真剣な空気と、子どもたちの笑顔があふれています。その元気さ

がなによりも私たちの誇りです。

学習相談・見学・お問合せは随時お受けしていますので、どうぞ

お近くの教室を気軽にお訪ねください。

子どもたちの意欲を
高めるために、明るく楽しく。

生徒たちがワイワイガヤガヤ

おしゃべりしたり、机のあいだ

を走り回っている中に、先生が笑顔

で登場しました。担当は髙久学院長。リーダー自ら

現場に立って教える－－それも早友学院の伝統で

す。初めはみんなとワイワイ遊んでいましたが、腕

時計をちらりと見ると、突然姿勢を正しました。「さ

あ、始めるぞーっ」そのひと言で教室に緊張感が

みなぎり、生徒たちも学習モードにスイッチ。遊び

はめいっぱい楽しみ、学びはきびしく真剣に。金町

教室は、気持ちよいメリハリを大切にしています。

PickUp!

金町教
室

早友流で、やる気の花を
咲かせましょう。

生徒一人ひとりに適する指導を展開していき、

生徒自身が「やる気」をだし、自ら高い目標へ向

かって努力する情熱を引きだす。それが早友流

の特徴です。子どもたちが自ら向上しようとする

積極性の連鎖を作るのです。それを私たちは

『ポジティブ・スパイラル(陽性連鎖)』と呼んで

います。カリキュラムもイベントもテストも、季節

講習や各種特訓も、夢に向かってがんばってい

けるよう丹念に設計しています。

サポートする上でもっとも重要となるFamilial 

Joint(ご家族との協力)のために学習相談はも

とより、親子授業、父母学校なども実施していま

す。早友生たちは温もりの中で、どんどんやる気

の花を咲かせています。

早友学院の教室は、活気にあふれています。40年を越える経験

から、子どもたち自身のやる気を引きだし、夢を描くことがもっとも大

切だと確信し、実績を重ねてきました。地域に密着した教室を展

開し、ご家庭と一緒になって生徒をサポートしています。楽しむ時

はめいっぱい楽しみ、学習する時はきびしく取り組みます。早友生

たちは自分で学習計画を立て、日々 の生活をきちんと自律し、楽し

く通ってきています。知識をつめこむ塾とはまったく違う元気な進学

塾です。

明るく、楽しく、がんばれる、
みんなの進学塾。
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体をいっぱい動かして、大きな声をだして、遊ぶように勉強して

いきます。子どもたちはとってもスピーディーな動きをします。大人

にはめまぐるしく感じる速度かもしれませんが、子どもたちは速いテ

ンポが心地良く感じられます。そんな子どもたちの心地良さに合

わせて、リズミカルに言葉や数の基礎を学んでいきます。

体を動かし、声をだす、
アクティブ・インプットの授業。

鉛筆の正しい持ち方、書き方、ノートの上手な使い方、学習時

の姿勢、あいさつなどを重視しているのは、それらが「脳力」を高

めることに直結する大切なポイントだから。また、宿題をきちんとや

る習慣も学力向上には欠かせません。生活全体から子どもたち

の脳力を育てていくために、しつけと宿題を大切にしています。

独自のしつけ教育、
毎日楽しくできる宿題。

小学部は、元気が第一。勉強一辺倒のつめこみではなく、子ど

もたちの心身をのびのび伸ばすカリキュラムを展開していること。

百人一首大会など、友だちみんなで楽しみながら学び、自然に

社会性も身につけていきます。

百人一首大会などで、
好奇心も元気に。

●心のチカラを育てる。夢に向かって努力する強い「心」を目覚めさせるために、ご家庭と協力して子どもたちを伸ばします。
●脳のチカラを引き上げる。脳力開発のオリジナル教材を使用して、わかる・ひらめく・きびきび働く、活力のある脳を育てます。
●基礎力を固め、広げる。国語も算数も声をだし、体を使い楽しく基礎を理解し、広い範囲に応用できる基礎学力を培います。
●生活習慣に学びを定着させる。独自の自己評価付き「学習計画表」により、毎日規則正しく学ぶ学習習慣を確立していきます。
●ご家庭といっしょに子どもを励ます。早友はご家庭との協力を重視し、いつもの生活の中で「学ぶ意欲」を育てていくことに努めます。

小学部の指導方針

中学受験・受検は年々、その傾向が変化しています。学力とあわせて適性を
重視する点が、近年の大きな流れ。まずは毎日学ぶことが大切です。楽しく
学ぶノウハウと工夫が、So，You！にはいっぱいあります。スタッフがご家
庭と協力して、入試を成功へ導くために最善をつくします。

中学受験・受検の傾向を熟知し、
弱点をなくすきめ細かな指導。小学部小学部
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基礎をどんどん積んで、
自信を大きく育てよう。

小4は各教科を始めるための基礎づくり。小5からはどんどん高度化し

ていきます。国語の語いも増えていきます。それらをきちんと消化してもの

にするためにも、早い内から学ぶ習慣を身につけることが必要です。ス

タートは早いほど、たくさん問題をこなし、実力と自信を高めていけます。

早いスタートが、基礎力づくりのポイント。
毎日勉強することで、日々 成長していく自分を実感することを目指し

ます。しっかり復習し、学んだことを確実に身につけることで、上を目

指す意欲を育てます。中学受験に立ち向かう最高のポイントは基

礎力です。基礎のない応用はありません。

成長する自分を実感して、自信を深めます。

★カリキュラムなど詳しくは、ホームページ www.see-soyu.co.jp をご覧ください。

　

小4から小6の三年間は、中学受験に向けて万全の基礎力を身につける期間です。どんな受験ノウハウよりも、確
実に基礎を理解し、知識を身に備えることが大切です。早友の大きな特長が、復習を大切にして、学んだことは確
実に自分のものにしていくこと。あたりまえのことですが、難しいのです。それを克服するのが早友のメソッドで
す。未消化を残さないことが、余裕をもって入試に向かっていくためのなによりのポイントですから。

小4からすべての教科が複雑になってきて、進む速度も上がってきます。覚え
るべきことは早く覚え、思考する頭を育てていくことが大切です。小5からは受
験対応の学習に入り、分数、倍数、約数、周期算やつるかめ算、比、数列、割
合などの特殊算、そして図形も多く扱い、国語は語いを強化し文を正確に読
み解き、国語辞典の使い方なども学びます。そして小6は復習と入試問題演
習、模試対策授業、過去問演習をくり返し自信をもって受験に臨む力を鍛え
ます。

日々の「学ぶ習慣」が、
合格を引き寄せます。

【国立】筑波大附属   
【私立】足立学園、跡見学園、郁文館、市川、上野学園、江戸川女子、大妻、開智
日本橋、かえつ有明、共栄学園、京華、光塩女子学院、麹町女子、駒込、栄東、
芝浦工大、十文字、順天、昭和学院、女子美、聖徳大附、専修大松戸、千葉日大
一、千葉明徳、東海大浦安、東海大高輪台、東京家政学院、東京女子、東京成

徳、東洋京北、獨協埼玉、中村、二松学舎柏、日大一、広尾学園、宝仙理数イン
ター、三輪田、武蔵、目白研心、安田学園、和洋九段、和洋国府台、北嶺

その他多数合格

平成29年春、早友生の合格実績
私立国立中学にH29年も、たくさんの合格者を輩出しました！
また、34名が公立中高一貫の難関校に合格しました。詳しくはP.13をご覧ください。

平 成 29 年 の春 私 立 国 立 中 学 合 格 実 績

選択講座 希望に応じた講座を選択していただけます。

小4

小5

小6

週3日(算数・国語・理科・社会)・土曜月例テスト

週5日(算数・国語・理科・社会)・土曜週テスト
週2日(算数・国語)・土曜月例テスト

週3日(算数・国語)・土曜週テスト
週5日(算数・国語・理科・社会)・土曜週テスト
週4日(算数・国語)・土曜週テスト
週6日(算数・国語・理科・社会）・合不合判定テスト
週4日(算数・国語)・合不合判定テスト

Ⅰ

Ⅱ

◆季節講習（春期：3月/下旬～4月/上旬、夏期：7月/下旬～8月、冬期：12月/下旬～1月/上旬）
◆連休特訓（6年/5月）
◆がむしゃら勉強会（6年/8月）
◆正月特訓（6年/12・1月）
◆日曜特訓（6年/前期：5月～7月、後期：9月～11月、直前：11月・12月・1月）
◆算数特訓（5年/8月）
◆漢字検定（6月・10月・1月）
◆全国統一小学生テスト（6月・11月）
◆新年度説明会（12月）
◆中学進学準備授業（6年/2月・3月）　◆卒業祝賀会（3月）

※各種四谷大塚のテストがあります。　
※随時、教育相談面談（父母、生徒）があります。

私立・国立中学受験コース Ⅰ期2月開講 Ⅱ期9月開講

小学部小学部

私立･国立中学受験コース

　「学習習慣」の確立を第一目標に、
　着実に伸びる指導を実施。

独特の「元気な学び」が、
豊富な実績を上げている
理由です。

まず、「学習が好きになる」ことを早友学院では重視します。その

ために「生徒が楽しんで取り組める学び方」を実践します。本学

院の教室がイキイキとして元

気なのは、そのため。楽しく積

極的に学ぶから、知能は活

性化され、新しい知識をぐん

ぐん吸収消化していけます。

　徹底的に苦手をなくす、
　日曜、連休など多くの特訓。
前期・後期・直前の「日曜特訓」、ゴールデンウィークの「連休特

訓」、夏休みの「がむしゃら勉強会」など、集中して学習できる機会

をいつでも用意しています。みんなの本気に、本気で応える講師が

スタンバイしています。どんどん利用して、弱点をなくしてください。

　中学進学後も視野に入れた、
　成長のためのプログラム。
中学進学すれば、3年後には高校受験。進学してからの学力を

大きく伸ばすためにも、小学校で学んだことをしっかり理解してお

くことが大切です。早友学

院では、「中学進学準備

授業」も充実し、高校受験

も視野に入れた学習プロ

グラムを展開しています。

　毎日コツコツ、中学入試へ向けて
　準備を整えていきます。
小4は3年の復習から取り組み、基礎固めを万全に。小学校の勉

強は、中学以降のための基礎がすべてです。徹底して基礎を理

解するために、復習・予習をくり返す習慣を身につけ、毎日コツコ

ツと基礎力を積み上げていきましょう。
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社会に求められる、
知力、実行力、リーダーシップを養成。

文章を読むチカラ、書くチカラは、あらゆる学問のいちばんの基礎。

早友はそのチカラを最重視して、「語いを増やす」「読み解く」「言

葉で表現する」ことにこだわります。それこそ、いま、 公立中高一貫

校受検で求められている大きなテーマとも言えます。

文章力を高める、独自の「読解作文」。
早友の算数は、思考するチカラを鍛えるもの。計算の基礎を学

び、割合、パズル系、論理系に取り組み、分析し推理し判断する

能力を養います。受検の検査で重視される、高度な知的能力をぐ

んぐん伸ばすカリキュラムが早友独自の「思考する算数」です。

脳をぐんぐん活性化する「思考する算数」。

★カリキュラムなど詳しくは、ホームページ www.see-soyu.co.jp をご覧ください。

選択講座 希望に応じた講座を選択していただけます。

小4

小5

小6

週2日（読解作文・社会系、思考する算数・科学系）
週1日（1科目選択）
週2日（読解作文・社会系、思考する算数・科学系）
週1日（1科目選択）
思考する算数プラス（オプション）
週3日（読解作文・思考する算数・テーマ学習）
週2日（2科目選択）

公立中高一貫校の高度な検査に対応できるように、思考する脳力を活性化していきます。課題を正確に把握し、分
析し、推理し、解を導きだすチカラがなによりも必要になります。さらに、受検では将来のリーダーとしての資質に
まで目が向けられます。だから、明るく元気に、楽しく学ぶのです。早友学院では、子どもたちがわくわくしながら学
習できるように「百人一首大会」など楽しいプログラムも採り入れて、元気に学ぶ工夫をこらしています。

「思考する算数」「読解作文」「テーマ学習」を三つの柱として、分析し推理
し判断し、自分の考えをしっかり表現する能力を育てていきます。小4からパ
ズルやゲームにも取り組み、柔軟な思考力を目覚めさせます。小6の算数で
は入試に多用される割合やパズル系、論理系の問題をたくさんこなし思考力
を鍛え上げます。テーマ学習では資料分析や社会・理科分野の知識も深め、
視野の幅を広げます。国語は長文を読み、速く読み速く解く訓練をくり返し、
200字、300字、400字の作文指導を重ね文章力を高めていきます。

三つの柱で、
思考力を鍛えるカリキュラム。

都立 両国26名、都立 小石川2名、都立 白鷗4名、区立 九段2名

平成29年春、早友生の合格実績
H29年も34名の早友生が、公立中高一貫の難関校に合格しました。
私立国立中学受験でも、多くの合格者を輩出しました！ 詳しくはP.11をご覧ください。

平成28年度  41名：両国39名、白鷗2名
平成27年度  39名：両国28名、小石川3名、白鷗3名、九段2名、富士1名、桜修館1名、鹿児島県立楠隼1名
平成26年度  36名：両国26名、小石川4名、白鷗5名、九段1名

【過去3年の実績】

平 成 29 年 の 公 立 中 校 一 貫 校 合 格 績実春

公立中高一貫の難関校に、平成29年も34名が合格！
両国(26名)、小石川、白鷗、九段他、実績多数！

◆季節講習（春期：3月/下旬～4月/上旬、夏期：7月/下旬～8月、冬期：12月/下旬～1月/上旬）
◆公開模試（全5回）　　　
◆連休特訓（6年/5月）　　　
◆算数特訓（6年・5年/8月）
◆サイエンス入門（4年/8月）
◆サイエンス（5年/8月）
◆正月特訓（6年/12月・1月）
◆日曜特訓（6年/前期：4月～7月、後期：9月～10月、直前：11月・12月・1月）
◆漢字検定（6月・10月・1月）　　　
◆全国統一小学生テスト（6月・11月）

◆学院試験（春：3月、夏：7月、冬：12月）　　
◆たして10大会（6月）　　　
◆百人一首大会（11月）　　　
◆新年度説明会（12月）
◆中学進学準備授業（6年/2月・3月）
◆適正検査速報会（2月・3月）
◆卒業祝賀会(3月)　　　

公立中高一貫校受検コース Ⅰ期2月開講 Ⅱ期9月開講

※随時、教育相談面談（父母、生徒）があります。

小学部小学部

公立中高一貫校受検コース

公開模試の後は、「親

子授業」を実施。子ど

もたちがどんな問題に

取り組んでいるのか、

保護者様も一緒に体

験して理解を深め、子どもたちのやる気をいっそう盛りたてます。

2020年度からセンター試験が廃止となり、“大学入学共通テス

ト”が導入される予定です。早友学院では『思考力、判断力、表現

力を重視する新方式に対応できるカリキュラム』を、10年以上前

から徹底しています。例えば「公立中高一貫校受検コース」では、

受検指導の柱として『思考する算数』『読解作文』『テーマ学習』

を重視。思考力、分析力、推理力、判断力、表現力を伸ばす、独

自の方針です。それは

すべてのコースに通底

し、ものごとを正しく読

み解き、問題意識を

もって考える能力を高

いレベルへと引き上げ

ていきます。

早友学院は、
公立中高一貫校受検への
取り組みが充実しています。

模試を実施中、「父母学校」

を実施します。公立中高一貫

校受検で望まれる各教科へ

の取り組み方や、受検までの

流れ、家庭学習の要点から体調管理などまで詳しく解説します。

年に5回の「公立中高一貫校 公開模試」を主催。実際の検査問

題を詳細に分析し、要求される課題を把握して、ハイレベルな精

度の高い問題を出題。

　公立中高一貫校 公開模試
　（適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

　親子授業

　未来を見据えた、
　独自の学習指導を展開。

　父母学校
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楽しく「知」に目覚める、
特別な脳育授業を。

思考するチカラを目覚めさせる、
独自の早友流授業。

毎日勉強するという習慣を持つことが、学力向上につながります。そ

のためには、生活のリズムを整え、決めたことはきちんと守る、しっか

りごあいさつするなどの生活態度から身につける必要があります。

『脳育授業』では、楽しく学習習慣を身につけるためのさまざまな

工夫を凝らし、子どもたちの知的好奇心と健康な生活習慣を育て

ます。

まずは「学習する習慣」を身につけます。
『脳育授業』の第一の目的は、学習の楽しさを知ってもらうこと。体

を使い、声をだし、元気いっぱい課題に取り組み、みんなで学習を

楽しみます。たし算、ひき算を理解し、九九の音読をくり返し、ワクワ

クしながら算数の基本も身につけます。国語はやさしい文章やこと

わざなどを音読して言葉にどんどん触れ、短い作文にもチャレンジ。

自然に学びが大好きになることを目指します。

楽しくステップアップする脳育プログラム。

小学3年生の一年間、脳をいきいき育てる｢ことば遊び」「読書」や「わたまる｣、たのしい｢パズル系算数」などの
『無料授業』を受けていただけます。公立中高一貫校受検に強い早友流の教育を、じっくり体験して、みんなで
元気に合格を目指しましょう。

★尚、東陽教室は上記とは別途、年長～小3までを対象とする“のういくキッズ”コースの設定となります。
★カリキュラムなど詳しくは、ホームページ www.see-soyu.co.jp をご覧ください。

小1
学力を育てるためには、早い時期から「考えるチカラ」を養うことが大切です。
受験目前になってからでは、子どもたちに大きな負担がかかります。早くから
考えることの楽しさを知り、自分で問題に取り組んでいけるようにしてあげた
いものです。

小学部小学部

小3脳育授業コース

【都立グループ作成】日比谷、戸山、青山、新宿、両国、墨田川　
【都立一般】飛鳥、板橋有徳、上野、江戸川、大江戸、科学技術、葛飾商業、葛飾総合、
葛飾野、北園、小岩、江東商業、江北、小松川、駒場、芝商業、城東、新宿山吹、竹早、
晴海総合、光丘、深川、文京、南葛飾、向丘　
【都内私立】飛鳥未来、足立学園、郁文館、上野学園、江戸川女子、神田女学園、関東
第一、共栄学園、錦城学園、京華、京華商業、京華女子、麹町女子、國學院、国士舘、

駒込、桜丘、品川エトワール、修徳、淑徳、淑徳巣鴨、順天、昭和第一、杉並学院、成
蹊、正則学園、青稜、専修大付、大東文化大学第一、多摩大目黒、中央大学、東海大
高輪台、東京家政大、東京家政学院、東京成徳大、東洋、朋優学院、日大一、日大桜
丘、日本橋女学館、武蔵野、明治学院、安田学園　
【千葉・埼玉他】昭和学院、専修大松戸、東海大浦安、日大習志野、二松学舎柏、日出
学園、藤枝明誠、武南、県立三郷　【高専】産業技術高専、国立木更津高専

高校受験を勝ち抜く、
知力と気力をチャージします。中学部中学部

●目標達成を意識づけする。具体的な到達目標を定めて、一人ひとりが達成できるよう、個別に柔軟な指導をしていきます。
●学校の定期テストも大切にする。学校の成績も大事にします。自修会や授業の学習計画表により、テストに向けた勉強法も伝授します。
●数多くのテストを体験する。学習習慣を身につけるチェックテストをはじめ、季節試験、進研テスト、到達度テストなど数多く実施します。
●脳を活性化して学習する。独自の音読教材は脳力開発のため。脳を活性化しながら全教科に取り組み、学習効果を高めます。
●季節講習、特別授業で自覚を高める。春･夏･冬の講習会、連休･日曜･正月･直前の特訓で、受験生としての自覚を強めます。

中学部の指導方針

平 成 29 年 の春 高 校 合 格 実 績

中学から科目が増え、ひとつひとつが高度になってい
きます。内容もますます難しく複雑になり、進むスピー
ドも速くなります。授業に乗り遅れないためには、毎日
学び続けることが大切です。早友生なら学習習慣は身
についていますから、いつものペースで基礎を着実に
ものにしていけば大丈夫。さらに上を目指し夢を実現
していく、充実した3年間にしてください。

小3生は
1年間無料！

◆季節講習（夏期：7月/下旬～8月、冬期：12月/下旬～1月/上旬）
◆漢字検定（6月・10月・1月）
◆全国統一小学生テスト（6月・11月）
◆たして10大会（6月）
◆百人一首大会（11月）

小3脳育授業コース 2月開講

小6の冬から
『公立中学への進学準備講座』スタート！
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高校受験は、
中2までの学びが勝負です。

英単語、漢字、計算の小テストを毎回実施して、学習習慣をつくり

上げます。くり返すことで学習すべきポイントが明快になり、同時に

確かな知識として身についていきます。さらに、単元ごとの「到達度

テスト」で習熟度をチェックし、学期ごとの季節テストは、数万人規

模の「進研テスト」で、全体での位置を確認します。

「チェックテスト」「到達度テスト」で確実にレベルアップ。
受験では試験の成績と併せて、「内申点」も重要。学校での生活

も定期テストもおろそかにできません。そのためにも「自修会」で計画

学習を実践し、学校での成績アップも目指します。部活も大切にし

て欲しいから、中学部の授業は19：15開始。

計画学習で、学校の内申点も向上。

基礎を完全マスターして、
志望校もステップアップを。

文科省は２１世紀型能力として、英語に関して４技能を問う大学

入試へ変えることを決定しています。これまでにない「スピーキング

能力」を問う項目が増えます。そこでスピーキング採点アプリを導入

し、家庭学習＋授業内実施で能力アップを目指します。

２０２０年度大学入試を見据えた英語スピーキングアプリを導入。
入試本番への緊張感を持続させ、学習成果を再確認する「日曜

特訓」「正月特訓」「直前特訓」。志望校のタイプに応じて入試の

傾向をとらえ、厳選した問題に取り組み、問題の解き方とテクニッ

クをマスターします。

気力を高める「日曜／正月／直前」特訓。

高校入試に必ず出題される問題のチェック＆マスターをくり返し、あらゆるタ
イプの問題に対応する能力を確実なものに育てていく一年間です。英語、数
学、国語、理科、社会（都立5教科、私立3教科）のすべてについて徹底した
復習により苦手を残さず、志望校の過去問演習もくり返します。併せて、40
年を超える指導実績から培われた「早友流の受験テクニック」を伝授します。
また、受験本番へ向けて志気を高め、実力を発揮するためにも健康管理も
重要です。日々規則正しい生活を心がけ、元気に合格を目指すために、本学
院のスタッフも生徒とご家庭と一つのチームとして精一杯努力します。気に
なることは、積極的にご相談ください。

受験教科の得点力を、
ぐんぐん強化していきます。

高校の入試問題の大半は、中2の範囲から出題されています。中1で学ぶことは、中2以降飛躍的に高度になる学
科のための基礎。もらさず理解して、飛躍に備えることが肝心です。わからないことはスタッフにどんどん質問し、
あわせて「日曜特訓」「個別教育」も利用して基礎を固めてください。志望校をレベルアップするためには、学校で
の生活も成績も重要です。毎日の学習を大切にして、第一志望に元気に合格してください。

まず学力診断テストにより、どのような方針で学習を進めていくか、三者面談で話し合うことから始めます。受験最
大のポイントは、着実に積み上げた「基礎学力」です。基礎に不安があれば、確実に克服します。少し出遅れたとし
ても、追いつくことは可能です。早友が全力でサポートします。やる気を引きだして維持し続けられるよう、講師陣
もご家庭と一体になって、第一志望校合格を目指します。

選択講座 希望に応じた講座を選択していただけます。

中3

週4日（英語・数学・国語・理科・社会）
週3日（英語・数学・国語）

週3日（英語・数学・理科・社会）

週2日（英語・数学）

中学から算数は数学になります。専門的な用語も急増しますから、用語を正
しく理解することも大切。図形も立体を扱い複雑になります。わからないこと
を残さず、順を追ってきちんと理解しましょう。英語も基礎が肝心。アルファ
ベットの発音、書き方、辞書の引き方、発音記号の読み方、be動詞と一般動
詞、疑問文、否定文の作り方、三単現、名詞の複数形などをしっかり覚え、基
本的な文法もマスターします。国語は語いをさらに増やし、文章を読み段落
に分けて要点をメモするなど、深く読み解くスキルを磨きます。そして書き表し
たいことを簡潔に、論理的に正しく表現する技術を磨きます。

苦手を確実に克服して、
受験対応力をレベルアップ。

★カリキュラムなど詳しくは、ホームページ www.see-soyu.co.jp をご覧ください。 ★カリキュラムなど詳しくは、ホームページ www.see-soyu.co.jp をご覧ください。

中学部中学部中学部中学部

高校受験準備コース(中1・2) 高校受験コース(中3)

選択講座 希望に応じた講座を選択していただけます。

中1
週3日（英語・数学・国語）
週2日（英語・数学）
週1日（1科目選択）

中2
週3日（英語・数学・国語）
週2日（英語・数学）
週1日（1科目選択）

◆季節講習（春期：3月/下旬～4月/上旬、夏期：7月/下旬～8月、冬期：12月/下旬～1月/上旬）
◆学院試験（春：3月、夏：7月、冬：12月）
◆漢字検定（6月・10月・1月）
◆新年度説明会（3月）
※随時、面談（父母、生徒）があります。

高校受験準備コース（中1・2）Ⅰ期4月開講 Ⅱ期9月開講 Ⅲ期1月開講

◆季節講習（春期：3月/下旬～4月/上旬、夏期：7月/下旬～8月、冬期：12月/下旬～1月/上旬）
◆Vもぎ（7月・8月・10月・11月・12月・1月）
◆連休特訓（5月）
◆英数特訓（8月）
◆正月特訓（12月・1月）
◆日曜特訓（前期：5月～7月、後期：9月～11月、直前：12月～2月）
◆漢字検定（6月・10月）
◆高校進学準備授業（3月）
◆卒業祝賀会（3月）
※随時、面談（父母、生徒）があります。　※7月～12月は各月1回ずつＶもぎテストがあります。

高校受験コース（中3） Ⅰ期4月開講 Ⅱ期9月開講 Ⅲ期1月開講
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元気に合格を目指す、
So，You！の受験態勢。

一人ひとりの実力を
確実に伸ばす、「そうゆう 個別教育」。

1日体験授業

対象学年
小1～6生
中学受験･小4生
中学受験･小5生
中学受験･小6生
中1・2生
中3生
高1・2生
高3生

1for2コース
2,250円
2,500円
2,750円
3,000円
2,250円
2,750円
2,750円
3,000円

1for1コース
3,500円
3,750円
4,250円
4,500円
3,500円
4,250円
4,250円
4,500円

（税別）

わかる･伸びる個別指導を、まずは1日体験してみてください。

個別教育
そ う ゆ う

早友学院は地域密着型の「小集団指導」で、すべての生徒に目と気持ちが

行き届くことを大切にしていますが、さらに万全を期すために『個別教育』の利

用も推奨しています。理解不足や苦手を残さず、確実にステップアップしていく

ためには、一人ひとりの学力と得手不得手を知り、きめ細かく対応して苦手を

得意に変えていく必要があります。『そうゆう個別教育』は、1対1、1対2、1対少

人数グループと、それぞれの希望に応じてコースを選べるようにしています。早い

段階での基礎学力づくり、入試後半の最終仕上げに、ぜひ、活用してくださ

い。その良さを全身で体験できる「1日体験授業」もありますので、お気軽にお申

し込みください。

1対1の完全個別指導。それぞれの得手不得手を講師が正確に把握し、疑問も弱点も
その場で解消し、次 レ々ベルアップしていく、徹底した受験対応ができます。

生徒2人に講師1人で、講師対生徒、生徒対生徒の対話もしながら、きめ細かな学習指
導を展開。1人よりも競えるライバルといっしょが好きな子にぴったりです。

1for1コース

1for2コース

数人のグループでそれぞれの課題に取り組む少人数コース。
友だちといっしょの方がやる気が出る子はこちらを。(3人以上でお申し込みください。)

グループコース

「早友メソッド」と「四谷大塚YTネット」
で万全の学習指導。
四谷大塚YTネットに参加して、本学院独自の脳力を高める教

材と併せて、定評の学習システムとYTテストも併用しています。

最新のデータ分析に基づくYTテストは、中学受験の学力判断

のために最良のものといえます。早友学院では、さらに徹底した

地域学校の分析・研究を加え、それぞれの志望校に最適な指

導を行っています。

やる気がぐんぐん目覚める、
自ら学ぶ「自修会」。
各教室には自修の場が用意され、生徒たちが真剣に勉強に取

り組んでいます。「自修会」も早友学院ならではの大きな特徴。生

徒が自ら学習し、スタッフは静かに見守り、そして質問の時間を

設け、生徒の疑問に答え、苦手を克服する方法を指導します。

自分で積極的に学び、伸びようとする意欲がさらに伸びていくよう

に指導することで、ポジティブなやる気がぐんぐん目覚めます。

「勉強もテストも大好き」に育てる、
独自の指導方針。
早友学院が一般の進学塾とはっきり異なる点は、生徒が「勉強が

好き」「テストが楽しい」と思えるように導くことを大切にしていること。た

だ知識をつめこむのではなく、子どもたちが自ら関心を持ち、積極的

にさまざまな問題に取り組んでいくようにすることを第一目標にしてい

ます。だから、いきいき元気に合格。早友生の瞳は、いつもきらきら。

ぜひ各教室を訪れて、元気に学ぶ姿をお確かめください。

いち早く対応した「公立中高一貫校受検」
の歴史と実績。
早友学院の『公立中高一貫校受検・公開模試』は、その充実

した内容で高い評価を受けています。それもいち早く受検の潮流

をとらえ、きめ細かな分析・研究を重ねてきた伝統の成果。毎年、

数多くの合格者を送りだしているのは、その伝統があるためです。

「公立中高一貫校受検は早友学院」と定評を確かなものとする

ために、日々 専任スタッフが徹底した研究を重ねています。




